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北朝鮮が 2006年、09年に続く3度目の核
実験を強行した 2日後の 2月14日、大川隆法 
総裁は、「北朝鮮の未来透視に挑戦する― 

エドガー・ケイシー リーディング―」を収録。
霊言に先立ち大川総裁は、昨年の「反原
発」「脱原発」の動きを幸福実現党が阻止
したことに触れつつ、次のように述べました。

「私には意地がありました。なぜなら、原
発問題は国防問題でもあるからです。…中

略…『原子力から、一切、手を引いていく』
というかたちになったなら、それは、平和
運動どころではなく、『日本の集団自殺』や

『日本のチベット化』を意味することになるのです。日本の周りで核ミサイルを
開発している国から見たら、これほどありがたいことはありません」

わが国が原子力発電所を稼働させていること自体が、近隣の核保有国に
対し、潜在的な核抑止力として機能していることを見逃してはなりません。

また、大川総裁は２月７日、「おそらく、習近平時代に日中は何らかの戦
争状態を経験するだろう。」（幸福実現党刊『宮澤喜一元総理の霊言』まえがき）と、
日中衝突の可能性にも言及しています。

外交交渉による関係改善や衝突回避を期待する向きもありますが、それ
は楽観的な見方にすぎるのです。

〈幸福実現ニュース〉は幸福実現党の機関紙です。１、２面はネットからダウンロードもできます（無
料）。※幸福実現党の党員の方には、全４面のペーパー版が郵送されます（党員登録が必要です）。 PDF 版ダウンロード（無料）はこちらから http://www.hr-party.jp/new/activity/newspaper

自
分
の
国
は

自
分
で
守
る

北
朝
鮮
の
核
が

日
米
を
射
程
に

今
こ
そ
わ
が
国
は
「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
主
権
国
家
と
し
て

の
大
原
則
に
立
ち
返
り
、
米
軍
頼
み
の

安
全
保
障
政
策
を
見
直
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

財
政
赤
字
解
消
の
た
め
の
軍
事
費
削

減
に
よ
り
、
在
日
米
軍
撤
退
も
あ
り
得

な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

日
本
が
核
攻
撃
さ
れ
た
場
合
に
は
、
米

国
が
核
で
報
復
す
る
と
い
う
「
核
の
傘
」

も
無
効
化
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
中
朝
の
核
ミ
サ
イ
ル
が
米
国
本
土

に
届
く
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
リ
ス
ク

を
冒
し
て
ま
で
米
国
が
報
復
措
置
を
取

る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
す
。

核
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
が
現
実
の

も
の
と
な
る
な
か
、
政
府
は
国
民
の
生

命
・
安
全
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
も

は
や
核
武
装
の
検
討
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
核
兵
器
を
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
い
う
非

核
三
原
則
は
日
本
の
国
是
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
佐
藤
栄
作
首
相
（
当
時
）
に

よ
る
国
会
答
弁
に
基
づ
く
政
策
方
針
に

す
ぎ
ず
、
現
行
憲
法
も
核
保
有
を
禁
じ

て
は
い
ま
せ
ん
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
で
は
核
保
有
の
議
論
す
ら
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
へ
の

核
攻
撃
や
軍
事
攻
撃
か
ら
国
家
・
国
民

を
守
る
た
め
に
、
米
軍
に
よ
る
在
日
米

軍
へ
の
核
の
持
ち
込
み
や
、
核
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
、
独
自
の
核
開
発
な
ど
を
検
討

す
べ
き
で
す
。

自
主
防
衛
体
制
の
構
築
は
待
っ
た
な

し
で
あ
り
、
今
後
も
幸
福
実
現
党
は
国

防
強
化
に
向
け
た
提
言
を
さ
ま
ざ
ま
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
実
験
で
、
北
朝
鮮
は
核
弾
頭
の

小
型
化
・
軽
量
化
に
成
功
し
た
と
強
調
し

て
お
り
、
こ
れ
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載

可
能
と
な
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
の
脅
威

は
格
段
に
高
ま
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
北

朝
鮮
は
わ
が
国
の
主
要
都
市
を
射
程
に
収

め
る
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
ノ
ド
ン
」

を
大
量
に
配
備
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
昨
年
12
月
、「
人
工
衛
星
」
と
称

し
て
北
朝
鮮
が
発
射
実
験
を
行
っ
た
長
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
は
、
１
万
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
し
つ
つ
あ
る
と
み
ら

れ
、
米
国
本
土
に
届
き
ま
す
。
北
朝
鮮
が

米
国
攻
撃
を
仕
掛
け
た
場
合
、
自
衛
隊
が

迎
撃
態
勢
を
取
れ
な
け
れ
ば
、
日
米
同
盟

の
崩
壊
は
必
至
で
す
。
安
倍
首
相
と
オ

バ
マ
大
統
領
に
よ
る
首
脳
会
談
で
、
日
米

同
盟
強
化
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
し

ま
す
が
、
こ
れ
が
空
文
化
し
な
い
よ
う
、

日
本
政
府
は
早
急
に
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
容
認
す
べ
き
で
す
。

日
本
の
安
全
を
脅
か
す
の
は
北
朝
鮮

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
洋
権
益
拡

大
に
動
く
中
国
は
、
尖
閣
領
有
に
向
け

て
海
・
空
で
の
侵
犯
行
為
を
エ
ス
カ

レ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

１
月
30
日
に
は
中
国
海
軍
の
艦
艇
が
、

攻
撃
の
際
に
狙
い
を
定
め
る
た
め
の
火

器
管
制
レ
ー
ダ
ー
を
海
上
自
衛
隊
の
護

衛
艦
に
照
射
し
た
こ
と
が
判
明
。
中
国

は
レ
ー
ダ
ー
使
用
を
否
定
し
て
い
る
も

の
の
、
習
近
平
総
書
記
が
全
軍
に
対
日

戦
争
準
備
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

軍
事
衝
突
も
織
り
込
み
済
み
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

幸
福
実
現
党
は
４
年
前
の
立
党
以
来
、

外
交
・
国
防
上
の
国
難
到
来
を
訴
え
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
が
、
わ
が
党
の
主
張

の
正
当
性
は
、
今
や
誰
の
目
に
も
明
ら

か
で
す
。

高
ま
る
中
朝
の
脅
威

大川隆法総裁が語る東アジア情勢
３
度
目
の
核
実
験
に
踏
み
切
っ
た
北
朝
鮮

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
に
レ
ー
ダ
ー
照
射
を
行
っ
た
中
国

―
。

北
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
緊
迫
す
る
な
か

わ
が
国
は
「
一
国
平
和
主
義
」
か
ら
脱
却
し

国
防
強
化
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
防
強
化

待
っ
た
な
し

ハワイ

2月14日、「北朝鮮の未来透視に挑戦
する-エドガー・ケイシー リーディング-」で
朝鮮半島の未来を探った大川隆法総裁。

防衛省のデータに基づき作成

ワシントンD.C.
ニューヨーク

シカゴ

デンバー

ロサンゼルス

サンフランシスコ

アンカレッジ

グアム

平壌 東京

北京

沖縄

北極点

ノドン

テポドン1

ムスダン

テポドン2

10,000km

6,000km

4,000km

1,300km
1,500km

北朝鮮の弾道ミサイルの射程

射程 約1,300km

射程 約1,500km 以上

射程 約2,500km
〜 4,000km

射程 約6,000km
派生型：射程 約 10,000km 以上
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大川隆法幸福の科学グループ創始者 兼 総裁
幸福実現党創立者 兼 総裁 最新刊 絶賛発売中！宮沢喜一

元総理の霊言
幸福実現党に
申し上げる
幸福実現党に
申し上げる

戦後レジームからの
脱却は可能か

戦後レジームからの
脱却は可能か

谷沢永一の霊言谷沢永一の霊言
発行／幸福実現党

日本は、なぜ長期不況と国防危機を招いてしまったのか！？
国難の遠因をつくったキーパーソンが、その胸中を明かす！
日本は、なぜ長期不況と国防危機を招いてしまったのか！？
国難の遠因をつくったキーパーソンが、その胸中を明かす！

1,470円（税込）

1,470円（税込）1,470円（税込）

公開霊言公開霊言

正論を貫き国論を変えた幸福実現党に、
保守の論客・谷沢永一氏が、
天上界から痛快アドバイス！

メールマガジン　HRPニュースファイル 幸福実現党が混迷する世相に鋭く切り込みます。ぜひご登録ください。p-mail@hrp-m.jpに空メールを送信

占
領
軍
の
中
で
、
教
育
を
担
当
し

た
部
局
を
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報
教
育

局
）
と
い
い
ま
す
。
教
育
勅
語
が
天

皇
制
の
問
題
と
か
か
わ
る
点
に
関
し

て
は
、
彼
ら
も
神
経
質
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
教
育
勅
語
の
内
容
そ
の

も
の
が
問
題
で
あ
る
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

教
育
勅
語
の
失
効
は

占
領
軍
駆
け
引
き
の
産
物

日
本
側
も
、
昭
和
21
年
10
月
に
出

し
た
「
勅
語
及
び
証
書
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」
と
い
う
通
牒
に
、「
教

育
勅
語
を
以
て
我
が
国
教
育
の
唯
一

の
淵
源
と
な
す
従
来
の
考
え
方
を

去
っ
て
、
之
と
共
に
教
育
の
淵
源
を

広
く
古
今
東
西
の
倫
理
、
哲
学
、
宗

教
な
ど
に
も
求
め
る
態
度
を
取
る
べ

き
こ
と
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
従
来
の
絶
対
的
な
教
育

勅
語
の
取
り
扱
い
を
相
対
化
し
、
戦

後
社
会
の
中
で
も
一
つ
の
理
念
と
し

て
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

文
部
省
も
、「
教
育
勅
語
と
教
育

基
本
法
（
昭
和
22
年
施
行
）
は
矛
盾

し
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
23
年
６
月
、
衆
参

両
院
が
「
教
育
勅
語
等
排
除
・
失
効

確
認
決
議
」
を
行
い
ま
す
。
衆
議
院

の
決
議
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

「
こ
れ
ら
の
詔
勅
の
根
本
理
念
が

主
権
在
君
並
び
に
神
話
的
国
体
観
に

基
い
て
い
る
事
実
は
、
明
か
に
基
本

的
人
権
を
損
い
、
且
つ
国
際
信
義
に

対
し
て
疑
点
を
残
す
も
と
と
な
る
。

よ
つ
て
憲
法
第
九
十
八
条
の
本
旨
に

従
い
、
こ
こ
に
衆
議
院
は
院
議
を
以

て
、
こ
れ
ら
の
詔
勅
を
排
除
し
、
そ

の
指
導
原
理
的
性
格
を
認
め
な
い
こ

と
を
宣
言
す
る
。」

国
会
で
、「
教
育
勅
語
は
憲
法
98

条
に
違
反
す
る
違
憲
詔
勅
だ
」
と
ま

で
言
わ
れ
、
翌
日
、
文
部
省
は
慌
て

て
、
各
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
教

育
勅
語
を
本
省
に
返
還
す
る
よ
う
通

知
を
出
し
ま
す
。

政
策
の
変
転
は
、
占
領
軍
の
中
で

の
駆
け
引
き
の
産
物
で
し
た
。

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
Ｃ

Ｉ
Ｅ
は
教
育
勅
語
と
教
育
基
本
法
は

両
立
す
る
と
い
う
方
針
で
し
た
が
、

占
領
軍
に
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
進
歩
的
な
考
え
を
持
っ

た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
彼
ら
は
民
政

局
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

民
政
局
は
「
天
皇
制
打
破
」
を
目

指
し
て
お
り
、
当
初
か
ら
「
教
育
勅

語
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
教
育
は
管
轄
で

は
な
い
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
決
定
に
は

口
出
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

国
会
を
担
当
し
て
い
た
民
政
局
は
国

会
決
議
の
た
め
の
原
案
を
作
り
、
強

圧
的
に
日
本
側
に
教
育
勅
語
を
失
効

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

日
本

 
再
建

シ
リ
ー
ズ

21

道
徳
教
育
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
貝
塚
茂
樹
氏
を
講
師
に
招
き
、

幸
福
実
現
党
の
政
策
部
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
先
月
号
に
引
き
続

き
、
道
徳
教
育
が
形
骸
化
し
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
は
実
力

行
使
に
出
て
、
組
合
員
二
千
人
が

正
門
か
ら
裏
門
ま
で
占
拠
。
講
師

が
会
場
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。

現
在
、
日
教
組
の
組
織
率
は
せ

い
ぜ
い
30
％
を
切
る
く
ら
い
で
す

が
、
当
時
は
90
％
を
超
え
て
お
り
、

道
徳
の
時
間
が
定
着
す
る
は
ず
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
修
身
科
の
復
活
」「
官
製
道
徳
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
道
徳
の
時

間
阻
止
に
動
く
日
教
組
に
、
文
部

省
は
「
道
徳
の
時
間
は
戦
前
ま
で

の
修
身
科
で
は
な
い
」「
上
か
ら
の

押
し
付
け
で
は
な
い
」
と
い
う
論

理
で
対
抗
し
ま
す
。
道
徳
の
時
間

を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
文
部
省

も
修
身
科
を
悪
者
に
し
た
わ
け
で

す
。日

教
組
の
批
判
に
、
文
部
省
の

対
応
が
加
わ
り
、「
修
身
科
＝
悪
玉

論
」が
固
定
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

道
徳
の
時
間
を
取
り
巻
く
現
在

の
状
況
は
、
昭
和
33
年
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。

か
つ
て
私
が
、
文
部
省
の
機
関

で
あ
る
国
立
教
育
政
策
研
究
所
に

所
属
し
て
い
た
と
き
、
文
部
官
僚

と
や
り
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
戦
後
世
代
で
あ
り
、
日
教

組
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
時
に
は
文
部
省
の
ほ
う
が

日
教
組
よ
り
は
る
か
に
「
左
」
だ
っ

た
り
す
る
の
で
す
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
し
て
い
る

時
代
の
ほ
う
が
む
し
ろ
よ
く
て
、

今
や
完
全
に
毒
が
回
り
、
ど
ち
ら

が
敵
か
味
方
か
分
か
ら
な
い

―

こ
れ
こ
そ
、
今
の
病
巣
で
す
。

教
育
の
機
能
は

歴
史
的
叡
智
の
継
承

戦
前
ま
で
の
道
徳
教
育
で
あ
る

修
身
科
は
、
教
育
勅
語
に
掲
げ
ら

れ
た
12
の
徳
目
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
教
育

勅
語
そ
の
も
の
が
排
除
・
失
効
し

て
し
ま
い
、「
道
徳
的
な
価
値
を
学

校
教
育
の
中
で
教
え
る
の
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
空
気
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
勅
語
に
は
、「
誠
実
に
生
き

な
さ
い
」
と
か
、「
友
達
に
は
親
切

に
し
な
さ
い
」
と
い
っ
た
、
誰
も

が
分
か
る
普
遍
的
な
徳
目
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
一
部
の
人
た
ち
が

危
惧
す
る
よ
う
な
、
戦
争
を
肯
定

す
る
価
値
観
が
出
て
く
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
勅
語
の
徳
目
は
、
他
者
と

よ
り
よ
い
関
係
を
結
ん
で
い
く
た

め
の
知
恵
を
簡
単
な
言
葉
で
説
い

た
も
の
で
す
。
前
の
世
代
か
ら
よ

し
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
後
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
の
が
教
育

の
大
き
な
機
能
で
す
。
歴
史
的
な

叡
智
と
し
て
の
徳
目
を
教
え
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
道
徳
教
育
の
み

な
ら
ず
、
教
育
そ
の
も
の
の
機
能

の
放
棄
に
つ
な
が
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

「
修
身
科
＝
悪
玉

論
」
の
固
定
化

小
中
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
道
徳
の
時
間
が

設
置
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

33
年
で
す
が
、
日
教
組
は

徹
底
的
に
反
対
し
ま
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
で

道
徳
教
育
指
導
者
講
習

戦後教育の問題点と
道徳教育②

武蔵野大学教授

貝塚茂樹氏に聞く

（全 3 回）

Profile
（かいづか・しげき）1963 年、茨
城県生まれ。筑波大学大学院博士
課程教育学研究科単位取得後退
学。専門は日本教育史、道徳教育・
宗教教育論。筑波大学助手、国立
教育政策研究所主任研究官などを
経て現職。日本道徳教育学会理事。
昨年２月発行の『13 歳からの道徳
教科書』（育鵬社）の編集に携わる。


